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１． 研究計画の概要 
(1)英語における動物名の人間比喩の用例を
幅広く集めて、人の性質や行為を表す比喩義
の一覧を作成して、それを基にメタファーの
辞書を作る。 
(2)哺乳類・鳥類・魚類・虫・爬虫類といった
動物の種類毎に集めた人間比喩用法を比較
考察して、類義・同義の動物名を抽出、類似
の比喩義が生じた原因と類似性を説明する。 
(3)比喩義成立の過程を歴史的に説明付ける
ために、中世英語を視野に入れ、特に成句・
熟語が頻出する頭韻詩のメタファーを同時
に研究する。   
(4)上記の研究の各段階を論文にまとめ、それ
を編集して「英語動物名の人間比喩用法」（仮
題）という研究書にまとめる。 
 
２．研究の進捗状況 
これまで 3 年間の研究期間に、ほぼ全ての動
物名の人間比喩義のリスト化を完了し、それ
らに基づいて、イヌ科、ネコ、鳥類、昆虫の
人間比喩用法についての研究論文を発表し
た。当初計画にあった動物名のうち、魚類・
爬虫類・両生類名の分析が残っている。 

また 3 年間の研究成果として、日本英語学
会全国大会のシンポジウム「これからのコロ
ケーション研究」において「英語史とコロケ
ーション」のテーマを論ずる講師に招聘され
た。当シンポジウムでは連語の観点から動物
名比喩の歴史性と構造性を示したが、これは
本研究者が中世英語頭韻詩におけるメタフ
ァーの研究と並行して現代英語の動物名の
メタファーを考察する研究方法をとってい
るために、そして司会の堀正広氏が本研究者
の「英語鳥名のメタファー研究」に興味を持
ったために招聘されたものである。つまり、
メタファー研究には比喩義成立の過程と歴
史性を論考する必要があることが認識され
たことを意味し、これは本研究の学界に与え

た影響といえる。 
英語の哺乳類の名詞は多く、家畜動物名だ

けをとっても「馬」「牛」「羊」「豚」とそれ
ぞれが総称名と雌雄や成獣と仔、用途別の名
称など上位語と下位語の明確な構造性を持
って比喩義とともに使用されている。加えて、
人に身近な動物の名前は、転用動詞や転用形
容詞の用法も発達さえており、複合語の第 2
要素として生産力を持っているため、ニュー
ス英語などジャンル別の使用例などの検討
を含めると、一つの種名を扱うだけでそれぞ
れ 1 年が必要であることが判明した。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。比喩義で用
いられる哺乳類名は予想を超えて甚だしく
多いので、上で述べたように、家畜名全てを
詳細に検討することはできていないが、イヌ
とネコについては、当初の計画を超えて詳細
な分析と総合が完了しており、いくつもの新
発見があった。これらは論文と学会シンポジ
ウムで発表した。 
 最終目標は英語動物名の比喩義を総合的
に論じ解説する著書であり、下のような構成
を念頭に研究を開始した。現在までに単独の
論文で発表して本文が完成しているものに
は下線を付けて示す（カッコ内は執筆者）。
第 10 章、13 章は資料をそろえてあるので、
全体の 7 割が完成していると言える。 
 

『英語動物名のメタファー』 
第 1 章 序論 
第 2 章 昆虫名（大森文子 2005） 
第 3 章 鳥名（渡辺秀樹 2005） 
第 4 章 犬科の比喩構造（渡辺秀樹 2006） 
第 5 章 猫科（渡辺秀樹 2009） 
第 6 章 特定名のイディオムの歴史“as dead 

e dodo”（渡辺秀樹 2005） as a/th



第 7 章 動物比喩と概念メタファー：獣性と

人間性（大森文子 2006） 
第 8 章 爬虫類名と特定名頻出ジャンル 
第 9 章 動物名の諺とアイロニー 
 

ケーススタディ 
第 10 章 動物名に基づく英文読解：dog 
第 11 章 英詩を動物名から読む：ミルトン

『失楽園』（大森文子 2008） 
第 12 章 英語動物寓意詩４編の比喩の構造

（渡辺秀樹・大森文子 2008） 
 

総論：比喩義と構造性 
第 13 章 動物総称名の類間対応と認識構造 
第 14 章 動物名比喩の類義と反義の構造 
 
４．今後の研究の推進方策 
上記の理由により、当初の計画の大筋に従っ
て、動物名（哺乳類）・鳥名・魚名・爬虫類
名・昆虫名のような典型的なグループの比喩
義の構造性を明示・比較し、上位者と下位者、
収奪者と被害者、ポジティブな比喩義トネガ
ティブな比喩義のような対立を基軸とする
構造性の平行現象を提示することを目指す。
家畜名は多すぎるため 1年では詳細に分析で
きないので、イヌ科とネコの比喩義と比較考
察するにとどめ、次の研究の機会に残す。 

今後は魚類・爬虫類名の考察、類間の比喩
義同士の構造性の比較に取り掛かる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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